















































力が要請された。6　1980 年代から欧州連合（EU）は母語プラス 2 言語の習得からなる多言語主義を唱え




1988 年 10 月にドイツ専門家集団とドイツ文化センターが、オーストリア（A）、ドイツ連邦共和国（B）、
スイス（C）、ドイツ民主共和国（D）のドイツ語教育学会の代表 3 名を集めて、ランデスクンデにおける共



































1『Menschen. Deutsch als Fremdsprache. A1』Hueber Verlag. 2012.
2『Schritte international neu. Deutsch als Fremdsprache. A1.1』Hueber Verlag. 2016.
3『Netzwerk. Deutsch als Fremdsprache. A1』Klett. 2017.
4『Prima Plus. Deutsch für junge Leute in Japan. A1』Cornelsen、朝日出版社、2016.
5『Spitze! 1』朝日出版社、2019.
4 成城大学教職課程研究紀要















































『Menschen』は 24 課から成り、3 課を一区切りとして、区切りごとに「ランデスクンデ企画（Projekt 
Landeskunde）」というコーナーを設ける。1 つめは Heidi Klum というスーパーモデルについて、2 つめは
ライプチヒの夜間蚤の市、3 つめは Labskaus という北ドイツの漁師料理について、4 つめはチューリヒの
紹介、5 つめはハンブルクの紹介、6 つめは「願いの木（Wunschbäume）」という民間信仰について、7 つ








『Netzwerk』は全 12 課から成り、各課にランデスクンデのコーナーがある。1 課は世界の国々と言葉、2
課はドイツ語圏の四季、3 課はハンブルクの催し（演劇・音楽・映画）、4 課は飲食業、5 課は時間厳守につ
いて、6 課は居酒屋と各種イベント、7 課はインターネットについて、8 課は住まい、9 課は電話の掛け方
とイベントに関する職業、10 課はベルリンの紹介、11 課は家庭薬と病院関係の職業、12 課はホテル滞在に
ついて記している。この教科書は、学習者をドイツ語圏で暮らす予定の外国人と想定しており、余暇の過ご
し方を提案し（3 課、6 課、12 課）、社会生活を送るのに必要な情報を示し（5 課、7 課、8 課、9 課、11 課）、
就職先のヒントを与える（4 課、9 課、11 課）。こうしたランデスクンデは、外国人がドイツ語圏で暮らす
ための導入の役割を果たしており、ドイツが多くの難民を受け入れている現状を映し出す。
以上の 2 冊はミクロなランデスクンデを豊富に提供し、ドイツ語を日常語として位置づけている。それに














5 冊の教科書を比較すると、ドイツ語圏での生活を前提とする教科書 1 と 3 にミクロなランデスクンデが
盛り込まれているのに対し、教科書 2 と 4 と 5 はランデスクンデを対話の背景に添えるだけである。英語
教育においてランデスクンデという概念が現れないのは英語が「国際語」として扱われるためであると指摘
する杉谷氏の見解を踏まえると、13　ここにはドイツ語を「国際語」と見なすか否かの判断が関わっている。
教科書 1 と 3 はドイツ語圏の日常に密着した生活用の言葉としてドイツ語を身につけることを目指してお
り、教科書 2 と 4 と 5 はドイツ語に国際語としての機能を期待しているようである。とはいえ、2010 年の
時点で高橋氏が、EU におけるドイツ語の影響力拡大を目指す動きは理論と実践両面において一貫性を欠く
と述べたように、14　経済力に物言わせてドイツ語の影響力を広げていくのは反発を買うだけであり、EU
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